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今
回
の
改
正
で
は
「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
続
け
る
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
」
と
「
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
費
用
負
担
の
公
平
化
」
を
図
り
、
介
護
・
医
療
・
生
活
支
援
・

介
護
予
防
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
費
用
負
担
の
公
平
化
を
図
る
為
、
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方
の

利
用
者
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

制
度
改
正
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
新
規
に
入
所

で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
要

介
護
３
以
上
の
方
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
方

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、要
介
護
１
・
２
の
方
で
も
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
新
規
入
所
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
費
と
食

費
は
、
所
得
の
低
い
方
に
対
し
て

は
、
自
己
負
担
の
上
限
額
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
た
分

は
「
特
定
入
居
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
と
し
て
、
施
設
等
に
支
払
わ

れ
ま
す
。
８
月
か
ら
は
、
次
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
方
は
、
低
所
得

と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

①
預
貯
金
等
が
単
身
１,
０
０
０

万
円
超
、
夫
婦
２,
０
０
０
万

円
超
の
場
合
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
新
規
入

所
者
を
原
則
、要
介
護
３
以
上
に

（
平
成

年
４
月
～
）

２７

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
補
助

（
負
担
限
度
額
）条
件
の
変
更

（
平
成

年
８
月
～
）

２７

②
世
帯
分
離
し
て
い
る
（
住
民
票

上
世
帯
が
異
な
る
）
配
偶
者
が

課
税
さ
れ
て
い
る
。

歳
以
上
で
、
本
人
の
合
計
所

６５
得
金
額
１
６
０
万
円
以
上
の
方
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
き
の
自
己
負
担
が
２
割
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
収
入
と
そ

の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が

単
身
で
２
８
０
万
円
未
満
、

歳
６５

以
上
の
方
が
２
人
以
上
い
る
世
帯

で
３
４
６
万
円
未
満
の
方
は
１
割

負
担
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
現
役

並
み
所
得
者
に
相
当
す
る
方
は
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負

担
額
の
上
限
が
３
７,
２
０
０
円

（
月
額
）か
ら
４
４,
４
０
０
円（
月

額
）に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
様
々
な
制
度
改
正

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
介
護
保
険
係

（
窓
口
④
）
緯
鰻
２
０
７
７

介
護
保
険
と
は
、
高
齢
者
の
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で

す
。

歳
以
上
の
方
は
原
則
全
員

４０

加
入
し
ま
す
。

い
ざ
、
介
護
に
直
面
し
た
と
き

に
、
強
い
味
方
と
な
っ
て
く
れ
る

制
度
で
す
。

・

歳
以
上
の
方
で
要
介
護
認
定

６５を
受
け
て
い
る
方

・

歳
以
上

歳
未
満
で
介
護
保

４０

６５

険
対
象
の
特
定
疾
病
に
該
当
し
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

※
特
定
疾
病
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
要
介
護
認
定
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
認
定
結
果
が
出
る
ま
で

１
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

˔
居
宅
サ
ー
ビ
ス

自
宅
を
中
心
に
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。「
ヘ
ル
パ
ー
に
訪
問
し

て
も
ら
う
」「
短
期
間
施
設
に
入
所

す
る
」
な
ど
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

の
中
か
ら
利
用
者
の
希
望
に
合
う

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
計
画
を
立
て
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

˔
施
設
サ
ー
ビ
ス

介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
介
護
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
利
用
者
が
入
所
す
る
施
設
を

選
び
、
直
接
申
し
込
み
、
契
約
を

結
び
ま
す
。

˔
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
ず
に

生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
体
制

で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
者
は
原
則
と
し
て
下
田
市
の

住
民
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

˔
生
活
環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス

特
定
の
福
祉
用
具
の
貸
与
、
購

入
、
手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の

住
宅
改
修
を
費
用
の
１
割
を
負
担

す
る
こ
と
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
）。

˓
ओ
な
վ
ਖ਼

༰

一
定
以
上
所
得
の
方
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
負
担
が
２
割
に

（
平
成

年
８
月
～
）

２７

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限

額
を
引
き
上
げ

（
平
成

年
８
月
～
）

２７

介介
護
保
険

介
護
保
険
をを

利
用
で
き
る
の
は
ど
ん
な
人

利
用
で
き
る
の
は
ど
ん
な
人
？？

介介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は

介
護
保
険
を
利
用
す
る
に
は
？？

介介
護護
保保
険険
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
種種

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
種
類類類

平
成

年
４
月
か
ら

２７

介介介
護
保
険
制
度
が

大
幅
に
変
わ
り
ま
す

介介
護
保
険
制

介
護
保
険
制
度度
がが

大大
幅幅
にに
変変
わ
り
ま

わ
り
ま
すす

介
護
保
険
制
度
が

大
幅
に
変
わ
り
ま
す

何
も
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
山
村

の
風
景
が
美
し
い
宿
や
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
に
人
が
や
っ
て
く
る
。
商

店
街
も
、
安
心
し
て
歩
け
て
、
身

近
に
買
い
物
が
で
き
、
日
常
の
食

品
や
必
要
な
も
の
が
揃
う
と
こ
ろ
、

独
自
の
街
並
み
を
残
す
と
こ
ろ
に

人
が
集
ま
っ
て
い
る
。

今
、
観
光
、
流
通
な
ど
の
現
場

で
、
大
き
な
価
値
の
変
動
期
に
あ

る
。
大
量
生
産
・
大
量
流
通
す
る

と
こ
ろ
と
、
こ
だ
わ
り
の
商
品
を

扱
う
と
こ
ろ
と
の
二
極
化
が
進
ん

で
い
る
。
地
域
で
も
、
こ
れ
ま
で

の
商
業
や
農
業
、
観
光
と
い
う
概

念
が
急
変
し
て
い
て
、
新
し
い
価

値
観
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来

の
や
り
方
を
脱
し
、
い
ず
れ
も
地

域
の
人
が
地
域
の
豊
か
さ
を
自
ら

の
手
で
見
つ
け
、
様
々
な
資
源
や

人
を
繋
ぎ
、
自
分
た
ち
の
価
値
を

発
信
し
、
共
感
を
呼
ん
で
い
る
地

域
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ロ
ー
カ

ル
の
徹
底
こ
そ
が
、
実
は
グ
ロ
ー

バ
ル
に
通
用
す
る
も
の
だ
と
改
め

て
知
ら
し
め
て
く
れ
る
。」

以
上
の
文
章
で
す
が
、
こ
れ
が

「
地
方
創
生
・
ま
ち
創
生
」
の
原

点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
官
民
一

体
、
こ
の
理
念
を
し
っ
か
り
理
解

し
、
具
体
的
な
施
策
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
れ
、
小
さ
く
て
も
経
済
が
動
い

て
い
る
。

も
う
一
つ
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
一
度
は
ど
ん
底
に
落
ち
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
が
来
な
く

な
っ
た
観
光
地
、
人
が
集
ま
ら
な

く
な
っ
た
商
店
街
、
高
齢
化
で
野

菜
を
売
る
ル
ー
ト
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
農
村
、
林
業
が
衰
退
し
た

山
間
地
、
な
ど
で
あ
る
。
ど
ん
底

を
経
験
し
、
こ
れ
ま
で
の
流
通
や

売
り
方
を
全
く
変
え
た
。
自
ら
出

か
け
て
新
し
い
売
り
場
を
開
拓
す

る
。
高
齢
者
が
生
き
甲
斐
を
持
て

る
場
を
つ
く
る
。
そ
れ
ま
で
価
値

が
な
い
、
売
れ
な
い
と
思
わ
れ
て

い
た
も
の
に
全
く
別
の
視
点
で
価

値
づ
け
を
し
新
し
い
商
品
を
生
み

出
す
。
他
人
頼
り
、
企
業
頼
り
で

は
な
く
、
自
ら
の
行
動
で
地
域
の

個
性
を
見
い
出
し
、
足
元
に
あ
る

も
の
を
発
信
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大
量
に
作

り
都
市
部
に
送
る
と
い
う
流
通
構

造
や
大
人
数
で
名
所
旧
跡
を
巡
り
、

規
格
化
さ
れ
た
お
土
産
を
買
う
と

い
う
観
光
か
ら
は
、
人
が
離
れ
て

い
る
。
小
さ
く
て
も
自
然
景
観
に

配
慮
し
た
り
、
手
作
り
で
も
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
を
販
売
し
た
り
、

足
元
を
見
直
し
て
一
か
ら
始
め
た

と
こ
ろ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

既
存
の
観
光
地
よ
り
、
こ
れ
ま
で
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下
田
市
長

楠

山

俊

介

市
民
の
皆
様
に
伝
え
た
い
文
章

が
あ
り
ま
す
。
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
金
子
弘
美
さ
ん
の
著
書
か

ら
の
一
節
で
す
。

「
全
国
を
巡
る
中
で
、
活
力
が
あ

り
、
小
さ
く
て
も
地
域
で
ま
わ
る

経
済
の
仕
組
み
を
作
り
、
地
域
内

外
の
人
と
活
発
な
交
流
を
生
み
、

地
元
産
物
の
売
り
上
げ
を
上
げ
て

い
る
地
域
に
は
共
通
項
が
あ
る
。

い
い
も
の
を
し
っ
か
り
形
成
す
れ

ば
、
そ
こ
に
人
も
集
ま
り
、
若
者

も
や
っ
て
き
て
、
地
域
に
小
さ
い

な
が
ら
も
経
済
が
巡
り
、
雇
用
も

生
ま
れ
る
。
地
方
は
高
齢
化
で
あ

る
、経
済
が
低
迷
し
て
い
る
、農
業

が
衰
退
し
て
い
る
、若
者
の
働
く
と

こ
ろ
が
な
い
、
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
現
場
を
し
っ

か
り
見
て
い
な
い
人
の
発
言
で
あ

る
。
出
て
く
る
数
値
も
、
こ
れ
ま

で
の
人
口
増
、
経
済
右
肩
上
が
り

が
前
提
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
は
、
若
者
も
い
る
し
、
高

齢
者
の
働
く
場
や
生
き
甲
斐
も
生

「
下
田
市
景
観
計
画
変
更
（
案
）」

で
は
、
届
出
対
象
に
「
太
陽
光
発

電
設
備
・
風
力
発
電
設
備
類
」、

「
沿
道
型
商
業
施
設
」
を
新
た
に

位
置
付
け
、
一
定
規
模
を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
追
加

し
た
景
観
形
成
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
変
更（
案
）に
つ

い
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
取
す

る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
建
設
課

で
閲
覧
可
能
で
す
。

意
見
書
の
提
出
期
限

４
月
４
日（
土
）ま
で

※
郵
便
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

意
見
の
提
出
が
で
き
る
方

・
下
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
下
田
市
内
に
通
勤
し
、
又
は
通

学
す
る
方

・
下
田
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業

所
を
有
す
る
方

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

の
対
象
と
な
る
事
案
に
つ
い
て

利
害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
の
提
出
方
法

必
ず
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
の
上
、
建
設
課
（
別
館
２
階
）

に
直
接
持
参
、又
は
、郵
便
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
願
い
し

ま
す
。

※
住
所
及
び
氏
名
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

˔
ҙ
ݟ
ื
ू
の
झ
ࢫ

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
下
田
市
景

観
計
画
変
更（
案
）を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
提
出
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
意
見
等
に
対
す
る
建

設
課
の
考
え
方
を
下
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
が
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
（
氏
名
・
住
所
な
ど
の

個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

提
出
・
問
合
せ
先

建
設
課
都
市
住
宅
係
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下下下
田
市
景
観
計
画
変
更
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て

下下
田
市
景
観
計
画
変
更
（
案
）
に
対
す

下
田
市
景
観
計
画
変
更
（
案
）
に
対
す
るる

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
てて

下
田
市
景
観
計
画
変
更
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て


